
令和６年１１月１日（金） 

※この便りは更農、中高養の教職員の方々に向けて作成しています。 

 

 

カリキュラム・マネージャー 

情報交換・交流が多様に展開 

 １０月に入り「連携校の教育資源を活用した教育活動」にかかわる教職員間の情報交流

が様々な形で行われました。 

○中高養、ジョブスキルトレーニング（以下、ＪＳＴ）の概要を情報提供 

 15 日（火）、更農の先生が中高養の先生か

ら、ＪＳＴの概要について説明を受けました。

更農は来年度、３年選択教科に「カルチべーシ

ョン」を加える予定で、その指導内容を検討中

です。 

現行の学校設定教科・科目１年「カルチべー

ション」では、年間指導計画にＳＳＴを位置付

けていますが、その発展としてＪＳＴの可能性

を探っているとのことです。 

○中高養の体育科授業を参観、意見交換 

同日、更農の体育科と特別支援教育コーディネーターの先生が中高養１年生のソフトボ

ールの授業を参観し、その後、生徒の実態や授業内容等について情報交換を行いました。 

○更農、数学の研究授業を公開 

同日、更農では３年Ａ組で数学の授業が公開され、中高養から３名の先生が参観しました。

授業は、計算の苦手な生徒への配慮として「計算パズル」からはじまり、その後、「組み合

わせ」を使って確率を求める問題が示されました。 

数学科の先生は普段から「早く終わった生徒はできていない生徒に教える」ことを大切に

しており、本時でも自然発生的に学び合う姿がみられました。 

○更農で育てた「おもちゃかぼちゃ」 

 17日（木）更農から「おもちゃかぼちゃ」提供の申し出があ

りました。 

「『おもちゃかぼちゃ』が大量にできたので、教育活動に生か

せないかと思い声をかけました。」とのことです。更農の玄関で

は、かぼちゃオブジェが訪問する方々を出迎えています。 

○更農メークイン、中高養職員に人気 

 25日（金）朝、更農から 10㎏入りメークインが 50箱、中

高養に搬入されました。 

例年、村民等に販売しているじゃがいもを、中高養の先生方に

も味わってもらいたいとの配慮です。育成、収穫、専用段ボール

箱の組立て、選別、箱詰め等、すべて生徒の手によるものです。 

「ＪＳＴの目的は、職場における基本的な対

人マナー等について、グループワークの中で、

視覚的な補助教材を使用し、発達障害者自身に

よるロールプレイや意見交換を行いながら、職

場で必要となる対人コミュニケーションのス

キルの習得を図ることです。」 

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 

障害者職業総合センター職業センター「実践報

告書 No31」より抜粋 
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第 1回「共に学ぶ会」を実施 

10月 25日（金）10：55から、両校を

オンラインで結び第 1 回「共に学ぶ会」が

実施され、更農からは６名、中高養からはフ

ァシリテーターの先生を含め４名の先生が

参加しました。 

今回のテーマは「優先順位を無視しがち

な生徒の理解と対応」で、優先順位とは何かを知り、自分で順位を決め、それに沿って行動

できるまでとその際の指導者の対応等を、事例をもとに意見交換し理解を深めました。 

 通信「ふきのとう」更農へ継続的に提供 

 本年度から中高養の特別支援教育コーディネーターが発行している教職員向け通信「ふき

のとう」が、バックナンバーも含め更農の先生方にも提供されるようになりました。 

今後は、更農の先生方のニーズなどに考慮しつつ、これまで同様、中高養の先生方にとっ

ても有意義な内容にしたいとのことです。同時に始まった「共に学ぶ会」の資料も、25日

付「ふきのとう」の記事として提供されており、バックナンバーをたどることで必要な時に

過去の研修内容を振り返ることができるようになっています。 

意見交換の様子（更農） 


